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■
安
曇
野
の
銘
酒
を
目
指
し　

連
携
深
め
る

■
た
つ
み
認
定
こ
ど
も
園　

起
工
式

共
通
ブ
ラ
ン
ド「
あ
づ
み
の
酒し
ゅ
」を
発
表

安
曇
野
地
域
の
酒
米
を
使
っ
た
日

本
酒
の
輸
出
拡
大
に
向
け
、
安
曇
野

市
と
池
田
町
に
あ
る
3
蔵
に
よ
る
共

通
ブ
ラ
ン
ド
「
あ
づ
み
の
酒
」
の
発

表
が
4
月
23
日
、
安
曇
野
市
役
所
本

庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
ア
ル
プ

ス
山
脈
が
描
か
れ
、「
あ
」「
づ
」「
み
」

「
の
」
の
字
を
組
み
込
ん
だ
「
酒
」

北
ア
ル
プ
ス・安
曇
野
ワ
イ
ン
バ
レ
ー

特
区
が
認
定　

　

国
の
構
造
改
革
特
区
と
し
て
「
北

ア
ル
プ
ス
・
安
曇
野
ワ
イ
ン
バ
レ
ー

特
区
」
が
認
定
さ
れ
、
池
田
町
、
大

町
市
、
安
曇
野
市
に
よ
る
合
同
記
者

発
表
会
が
4
月
11
日
、
池
田
町
創
造

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
者
発
表
で

は
、
3
市
町
で
連
携
し
て
生
産
技
術

を
向
上
さ
せ
、
特
区
内
で
生
産
さ
れ

た
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
展
望

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

特
区
の
認
定
に
よ
り
、
ワ
イ
ン
や

シ
ー
ド
ル
な
ど
の
製
造
免
許
取
得
に

必
要
な
年
間
6
㎘
の
最
低
製
造
数
量

が
2
㎘
ま
で
緩
和
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

た
つ
み
認
定
こ
ど
も
園
（
豊
科
）

建
設
工
事
の
起
工
式
が
4
月
13
日
、

現
園
舎
北
の
新
園
舎
建
設
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
民
生
児

童
委
員
や
施
工
者
な
ど
約
70
人
が
出

席
し
、
宮
澤
市
長
は
、「
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」と
あ

の
字
が
特
徴
的
な
共
通
ロ
ゴ
な
ど
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
Ｅ
Ｈ
酒
造
（
安
曇

野
市
）、大
雪
渓
酒
造
、福
源
酒
造（
池

田
町
）
の
3
蔵
。
松
川
村
を
含
め
た

3
市
町
村
の
酒
米
を
使
用
し
、
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
商
品
と
し

て
台
湾
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
売
り

出
し
ま
す
。

現
在
も
各
蔵
で
輸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
低

く
、「
あ
づ
み
の
酒
」
に
よ
っ
て
輸

出
拡
大
を
図
り
、
酒
米
の
生
産
拡
大

や
地
域
の
農
業
振
興
な
ど
に
繋
げ
ま

す
。
本
事
業
に
は
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
お
り
、
今
後
は
Ｐ

Ｒ
動
画
の
作
成
も
行
う
予
定
で
す
。

大
雪
渓
酒
造
の
薄
井
結ゆ
う
き行
専
務

は
、「
地
域
で
連
携
し
、
世
界
に
安

曇
野
の
日
本
酒
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
酒

米
の
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
し
て

い
け
れ
ば
」と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

に
よ
り
、
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
参

入
促
進
が
図
ら
れ
、
新
し
い
雇
用
の

創
出
や
産
業
振
興
の
活
性
化
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
現

在
、
安
曇
野
市
に
2
カ
所
、
大
町
市

に
１
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
今
後
5
年

間
で
6
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
開
業
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
明
科
天
王
原
地
区
で
耕

作
放
棄
地
等
を
活
用
し
た
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
の
生
産
が
拡
大
さ
れ
て
お

り
、
産
地
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
澤
市
長

は
「
地
域
の
新
た
な
特
産
品
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
経
営
を
目
指
す
農
業
者
の
支
援

を
考
え
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
園
は
建
設
か
ら
36
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
地
に
移
転

新
築
を
行
い
、
現
園
舎
は
園
庭
や
駐

車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

施
設
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、
延
べ

床
面
積
約
１
２
５
１
平
方
メ
ー
ト

ル
。保
育
室
は
3
歳
児
用
が
2
部
屋
、

0
～
2
、
4
、
5
歳
児
用
が
各
１
部

屋
で
、
定
員
は
約
１
０
０
人
で
す
。

事
業
費
は
約
6
億
９
１
０
０
万
円

で
、
主
な
財
源
と
し
て
合
併
特
例
債

と
施
設
整
備
事
業
債
を
活
用
し
ま

す
。
平
成
31
年
3
月
の
完
成
を
目
指

し
、
平
成
31
年
度
か
ら
利
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

安
曇
野
産
ホ
ッ
プ
で
地
ビ
ー
ル
を

安
曇
野
産
ホ
ッ
プ
の
育
成
事
業
は

平
成
28
年
度
の
試
験
栽
培
開
始
か
ら

本
年
度
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ホ
ッ
プ
株
の
生
育
を
優
先

し
、
収
穫
も
最
小
限
に
と
ど
め
て
き

ま
し
た
が
、
岩
手
県
遠
野
市
か
ら
も

技
術
支
援
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
い

よ
い
よ
本
年
度
か
ら
本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
安
曇
野
産

ホ
ッ
プ
を
活
用
し
、
地
域
特
産
で
付

加
価
値
の
高
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の

製
造
に
向
け
、
市
で
は
農
商
工
連
携

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
今
後
も
支

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
3
年
間
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
栽
培

技
術
や
製
造
技
術
の
取
得
と
ビ
ー
ル

を
基
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
策
に
も

取
り
組
む
計
画
で
す
。

ホップを収穫する生産者完成イメージ

共通ブランド「あづみの酒」を PR する酒造業者

安曇野の魅力を 全国に発信

安曇野市の基幹産業である農業は、米、リンゴ、ワサビ、
タマネギをはじめとする美味しい農産物の生産と、観光資源
でもある清冽な地下水、拾ケ堰、北アルプスの裾野に広がる
美しい田園風景の保全に欠くことのできない役割を担ってい
ます。一方で生産者の高齢化と後継者不足など、農業を取り
巻く環境は大きく変化しています。諸課題に対応するため、
持続可能な稼ぐ農業を目指し、農地の集積や担い手の育成に
努めるとともに、ワイン・日本酒・地ビールといった付加価
値の高い特産品の開発を支援してまいります。行政はサポー
ト役・調整役として、安曇野の特長を生かしたブランドづく
りを皆さまと共に進めてまいります。

安曇野市長　宮澤宗弘


